
平成28年度 
 道の駅と大学連携成果発表交流会 
 
     期 日：平成29年3月3日(金) 
     会 場：さいたま新都心合同庁舎 
                                    1号館 講堂 

栃木県佐野市 佐野短期大学 

 道の駅「どまんなかたぬま」と 
     佐野短期大学 の連携企画事業 

さのたんプロジェクト 
  総合キャリア教育学科 
        児童フィールド 
                 ２年  髙 山 彩 水 
       ２年  筑 井 美 帆 
        社会福祉フィールド 

       ２年  大 家 千 枝 
       ２年  金 子 千 歳         



  佐野短期大学の総合キャリア教育学科は、地域

の多様なニーズに柔軟に応じられる教育を行うこ
とを目的とした１２の専門フィールドで学生が学ぶ 

道の駅「どまんなかたぬま」と佐野短大が連携 

道の駅 「どまんなかたぬま」は、日本列島の中心地（佐野市吉水地区）にあり 
「新鮮!!   おいしい  たのしい  満点ステーション!! 」と地域貢献がコンセプト 
 年商約１６億５千万円  年間２００万人以上の方が利用  

 国土交通省 指定 プロジェクト  

    道の駅と大学・短大との連携・企画等事業 （継続） 



  
  Sano College   Department of Career Studies  

 佐野短期大学 総合キャリア教育学科 
   

  児童フィールド    栄養フィールド         フードフィールド 

  介護フィールド       社会福祉フィールド     観光フィールド 

    英語フィールド       医療事務祉フィールド   情報フィールド 

    ビジネスフィールドファッションフィールド 

  健康スポーツフィールド  

地域の多様なニーズに応じられる 
    専攻分野（１２フィールド）で学ぶ 



②  コンセプト  地域への貢献！ 
            「新鮮!!   おいしい  たのしい  満点ステーション!! 」 

③ 設置経営 
  オープン   平成１３年１１月１日 
  整備事業費 約１６億円（旧田沼町が整備・県補助金） 
  敷地面積    １８，７５２㎡ 
  管理運営    株式会社どまんなかたぬま 
          （平成１６年～） 
  休  業  日  毎水曜日  
  利用者等   年商約１６億５千万円 
                             年間２００万人以上の利用 
          更なる地域貢献を目指す  

道の駅「どまんなかたぬま」について 



④ 道の駅「どまんなかたぬま」 の施設配置 



 

 ⑤ 主な施設・設備の概要 
 
   ◆農産物直売所「朝採り館」 と 特産品売場「彩り館」 
      佐野市等の地場産の農産物、特産品等の販売 
      地域産業振興 
 
   ◆中華レストラン「花と華」 と 和洋食レストラン「はなみずき」 
      地場産野菜等の食材使用の本格中華料理提供 
      麺類・軽食メニュー提供の和洋食レストランも 
 
   ◆アイス工房 
     ジャージー牛乳使用のジェラートアイス製造販売 
 
   ◆インフォメーション、足湯 や 子どもの遊び場等 
     案内施設、大人も子どもも楽しめる設備 
 
   ◆駐車場・トイレ 
     普通車４６５台、大型車２２台、身障者６台、ＥＶスタンド       
      ２４時間利用可他、各建物内に整備、身障者用トイレあり 
 

農産物直売所 

身障者用トイレ 



更なる地域貢献を目指す 

 

 ⑤ 防災拠点化・環境設備の充実 
   ◆太陽光パネル屋根付き駐車場の整備（新規） 
     太陽光発電（発電量 1100KW） 
     太陽光パネル下は駐車スペース 
         （雨や直射日光から守るパネル屋根） 
   ◆可動式蓄電池の設置（新規） 
      災害時に道の駅近隣に電力供給（出力 500W） 
   ◆ＥＶシャトルバス運行（新規）・ＥＶ充電設備（既設） 
     ＥＶシャトルバス「どまんなか号」の無料運行 
 

⑥ 地域高齢者のための巡回販売車運行 
   ◆移動スーパー「とくし丸」による巡回・販売（新規） 
     農山村地域の高齢者宅、施設を移動販売車が巡回 
 

道の駅「どまんなかたぬま」について (＋１) 
プラス 

道の駅と太陽光パネル 

移動スーパー「とくし丸」 



 道の駅との連携を通じて・・・今年度は 
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◆佐野短期大学での学習成果の活用 
     
◆道の駅の課題等の整理 
  調査実施 
 

◆専攻分野の視点 
  からの提案 
                                             ◆地場産品の販売等に 
                                          よる地域振興 
                                                    （販売拡大等） 
         ◆日本一やさしい道の駅へ 
            障がい者・高齢者にも配慮 
   ◆環境・防災拠点等の新しい機能         

道の駅の目標 

企画提案 



総合キャリア教育学科の特徴を生かした活動 

 １ 「福祉的な視点も加え複合的に・・・」 
       ※ 子どもたちや地域・施設の方を招くイベント交流 
        ・・・春巻づくり体験教室 
          ミュージカル、クリスマスワークショップ 
        ・・・フラダンス、ファッションショー 
 

     ※ 障がい者や高齢者への配慮講座の開催 
                      （おもてなしの心＋道の駅の施設現場研修） 
 
 ２ 「栄養などの応用と健康指導普及・・・」 
     ※ 地場産野菜を使ったデザートの商品化 
     ※ 健康栄養指導グッズなどの作成・配布 
      
 ３ 「道の駅からの公共広告的情報発信・・・」 
              ※ オレンジリボン運動（児童虐待防止運動普及） 
 
 ４ 「道の駅の利用向上に向けた調査等・・・」 
     ※ 道の駅の課題を探るアンケート実施 
     ※ 利用者目線での提案など 

利用者 
アンケート 

オレンジリボン運動 

福祉的な視点から 



 夏休み小学生・春巻づくり体験教室 

 道の駅に小学生等を招き「春巻つくり体験
教室」に児童フィールド学生がアシスタント
として参加 
 <参加者> 
◆ 近隣の小学生（低学年）   40名 
◆ レストラン花と華スタッフ  3名 
◆ 佐野短大 
   児童フィールド学生    13名 
   教 職 員                      4名 

料理長さん
から春巻づ
くりの手ほ
どき 

ボランティア集合 

【児童福祉的な関わり】 

手づくり春巻の完成
し、みんなで試食へ 



 道の駅からオレンジリボン運動 

   オレンジリボン運動の契機となった 栃木県の 
 「どまんなかたぬま」(日本の中心の道の駅）から 
  児童虐待防止推進キャンペーンの情報発信   

手づくりのオレ
ンジリボンと児
童虐待防止の
リーフレットを
用意 

道の駅を訪れたお客様の胸
にオレンジリボンを 

【公共広告的社会活動】 

さのまるも 駆けつけ
てくれました 



クリスマスワークショップ 
【イベントで道の駅を地域交流の場に！】 

 クリスマスリース作り 



クリスマスワークショップ 
【イベントで道の駅を地域交流の場に！】 

ミュージカル 

ワークショップ 



 【イベントで道の駅を地域交流の場に！】 

 フラグループ 

 ファッション 
 ショー 

 フラダンス＆ファッションショー 



 オリジナルデザートのレシピづくり 

【地場産野菜のデザートづくり】 
 
 

６６のデザートレシピ 
 

学内投票で14品目に 
 

地場産＋オリジナリティで3品目に 
 

道の駅の意見（協議・検討） 
 

作りやすさ＋採算性 
 

プロの目 
 

試作・商品化へ 

 
 学生が考案した 
66品のレシピの 
学内選考  道の駅どまんなかたぬま 

          桐生料理長 



 オリジナルデザートのレシピづくり 
【地場産野菜のデザートづくり】 

 きゅうり 
 ゼリー 

 大麦と 
 さつま芋の  
 モンブラン 

 かき菜と 
 イチゴ の 
 タルト  料理長さん   

 による 
商品試作へ 



 道の駅の活性化に関するアンケート調査 

【お客様のニーズを知る】 

＜主な調査項目＞ 
 
  お客様の属性(性別・年齢・住所等) 
 
  来訪頻度・目的・滞在時間 
 
  消費金額・商品種別 
 
  情報入手方法 
 
  近隣観光施設との関係 
 
  商品やサービスの満足度 
 
  道の駅に求めるサービス 
 
  良い点・安全度  
 
  道の駅の優良事例 など 

 アンケート    
 フォーム 



アンケートの結果から  【回答者の属性】 

◆ 女性 
       ６８％ 

◆ 60 才以上 
     37% 

◆ 県内 
     54％ 

◆ 会社員 24.3％ 
  主   婦 23.7％ 
    パート 14.1％ 
    無   職 16.4％ 



 アンケートの結果から 【回答者の意見等】 

◆道の駅滞在時間 
30分未満 26％ 
1時間未満  62% 

◆施設・設備・商品 
   満 足 50％ 
     不 満 32% 

◆道の駅を 
知っていた 48％ 
 クチコミ 12％ 
通りがかり 18% 

◆従業員の対応 
   満 足 66 ％ 
   普通  18 ％  
     不 満   1.7% 



アンケートの結果から     

足湯が良い 
足湯に入りたい 

歩道の位置が分かりにくい 

従業員がやさしい 
若い店員があたたかい 

ペッパー君がかわいい 

EV充電器が便利 

子どもの遊び場が良い一日遊
べて良い 

野菜の品揃えが豊富 

屋外の子どもの遊び場に 
屋根があると良い 

地場産の野菜をもっと置いて
欲しい 

本格的な温泉が欲しい 
足湯が狭い 

野菜が少し高い 

駐車場が狭い・柱が邪魔 

通路が狭い 
車いすで通りにくい 

ノーマル充電器が欲しい 

店などが全体的に狭い 

イスやベンチがもっとある
と良い 

車の通行が多くきけん 

トイレが分かりづらい 

イルミネーションが良い 

歩道の縁石で転びそう 

従業員の挨拶がない 

【自由意見から】 



アンケートの結果から 

危ないところはないか点検 

駐車場から 
歩行者が横断 

横断歩道に 
ゼブラがあれば 

駐車場の 
屋根の柱 



障がい者や高齢者などへのおもてなし授業 

ハンディキャップ体験を 
       通しておもてなしを学ぶ 

ハンディキャップ体験 
しながら道の駅の点検 

 アンケート等から 
課題を検討 
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